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祭
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こ
の
舞
は
、
湯
河
原
駅
前
に
立
つ
銅
像
、
土
肥
次
郎
実
平
が
舞
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
も
の
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
を
去
る
八
百
四
十
一
年
の
昔
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
二
十
三
日
、
源
頼

朝
は
、
北
条
時
政
・
土
肥
実
平
等
三
百
余
騎
を
従
え
、
石
橋
山
に
源
氏
再
興
の
旗
を
挙

げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
庭
景
親
率
い
る
平
家
軍
三
千
余
騎
の
攻
撃
に
敗
れ
、
土
肥
に

退
き
、
堀
口
に
再
び
こ
れ
を
迎
え
討
ち
、
追
い
す
が
る
敵
勢
を
討
ち
払
い
つ
つ
、
土
肥

の
椙
山
奥
深
く
逃
れ
ま
し
た
。
地
形
に
明
る
い
土
肥
の
豪
族
土
肥
実
平
の
進
言
に
よ

り
、
敵
の
目
を
は
ば
か
り
、
僅
か
七
騎
と
な
っ
た
頼
朝
主
従
は
、
巌
窟
や
大
木
の
洞
に

隠
れ
、
小
道
地
蔵
堂
や
箱
根
権
現
に
か
く
ま
わ
れ
数
日
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平

家
方
は
頼
朝
を
捕
え
ん
も
の
と
全
山
く
ま
な
く
探
し
回
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
姿
さ
え

捉
え
ら
れ
ず
、
御
大
将
頼
朝
は
戦
い
に
利
あ
ら
ず
と
し
て
自
害
し
果
て
た
も
の
と
考

え
、
捜
索
を
断
念
し
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
平
家
方
に
あ
っ
た
伊
東
祐
親
は
伊
東
に
帰
る
途
中
で
、
土
肥
の
館
に
火
を

放
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
山
上
か
ら
見
た
実
平
は
「
め
で
た
い
」
と
舞
を
舞
い
ま
し
た
。

舞
い
終
る
と
頼
朝
は
「
実
平
の
舞
は
珍
し
く
は
な

い
が
唯
今
の
舞
は
殊
に
め
で
た
く
、
ま
た
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

実
平
は
山
伏
し
ゅ
げ
ん

修
験
の
心
得
が
あ
り
、
館
の
燃
え
盛

る
炎
を
「
さ
い
と
う 

ご  

ま

柴
燈
護
摩
」
の
火
と
考
え
、
山
中
に
潜
ん

だ
数
日
の
か
ん
な
ん
し
ん 

く

艱
難
辛
苦
を
、
山
伏
修
行
の
み
ね　
い

峰
入
り
修
行

の
苦
行
と
と
ら
え
、
そ
の
炎
（
昔
は
火
事
の
こ
と
を

焼
亡
と
い
っ
た
）
を
修
行
成
就
の
浄
火
と
見
て
「
延

年
」
を
舞
っ
た
の
で
す
。
「
延
年
の
舞
」
は
今
日
で

は
奥
州
平
泉
中
尊
寺
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
年

と
は
、
昔
、
宮
中
・
社
寺
で
舞
わ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
山
伏
修
行
の
終
わ
り
に
も
舞
わ
れ
た
も
の
で
、

謡
曲
の
「 

あ  

た
か

安
宅
」
、
歌
舞
伎
の
「
勧
進
帳
」
で
安
宅

の
関
の
通
過
を
許
さ
れ
た
時
、
弁
慶
が
舞
っ
た
も
の

で
す
。
実
平
は
「
焼
亡
」
を
見
て
「
延
年
」
の
「
焼

亡
の
舞
」
を
舞
っ
た
の
で
、
そ
の
前
途
は
開
け
、
真

鶴
よ
り
海
路
安
房
の
国
に
脱
出
、
関
東
や
が
て
は
諸

国
の
武
士
を
集
め
、
平
家
を
討
ち
滅
ぼ
し
、
武
士
の

政
権
を
樹
立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
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琶 
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解
説

土肥会創立90周年事業

源頼朝旗挙げ武者行列

5月22日㈰ 郷土の歴史講演会

武者名乗り ： 午前9時40分より
　　　　　　　湯河原小学校グラウンド
武者パレード ： 午前11時より
　　　　　　  五所神社～桜木公園

俳優 船越 英一郎氏

俳優 阿南 健治氏

講師  三浦一族研究会会長 伊藤 一美氏

源氏の棟梁 源　頼朝役

大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に出演

「初期鎌倉御家人土肥実平の歴史的位置」 

～ 人間 土肥実平の行動力を考える ～

郷土の英雄 土肥実平役

4月3日㈰

於 ： 湯河原町防災コミュニティセンター 開場時間 ： 午後１時　開講時間 ： 午後１時３０分

◆第92回武者パレード
　■期日／令和4年４月3日（日） 　　   ■五所神社～桜木公園

　■内容／旗挙げ武者と各協力団体による総勢160余名によるパレード
◆船越英一郎氏湯河原町観光大使任命式 
　■期日／令和4年４月3日（日）  ■桜木公園  ■午後１時頃
◆記念撮影  ■桜木公園  
◆大河ドラマ「鎌倉殿の13人」スペシャルトークin湯河原  土肥実平役 阿南健治氏 
    〈湯河原町・NHK横浜放送局主催〉    ■桜木公園 ■午後１時30分頃 
◆第92回土肥祭
　■期日／令和4年４月3日（日）雨天決行　■午後1時40分～午後2時30分
　■会場／城願寺　　■内容／式典、法要、墓参

■武者名乗り ： 午前9時40分より 湯河原小学校グラウンド　■武者パレード ： 午前11時より 五所神社～桜木公園

荒天中止
（小雨決行）

※雨天の場合、湯河原小学校体育館にて午後1時より

※雨天の場合、湯河原小学校体育館にて午後1時30分より

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染防止対策を講じた上での開催となります。ご理解とご協力をお願いします。

↓こちらを表にして　2つ折り

特別ゲストをお迎えしての記念行事


